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安曇野市
２
０
０
人
お
り
、
各
地
域
で
も
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
県
立
こ
ど
も

病
院
託
児
支
援
、
保
護
司
会
と
の
合
同

研
修
会
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と

し
て
各
駅
で
の
あ
い
さ
つ
お
よ
び
テ
ィ

ッ
シ
ュ
配
布
の
啓
発
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州
主
催
の
「
こ
ど
も
食

堂
」
へ
の
協
賛
、
刑
務
所
へ
の
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
53
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
有

明
高
原
寮
の
寮
生
と
の
交
歓
会
は
大
切

な
活
動
で
、寮
生
と
一
緒
に
花
植
、草
刈

り
を
行
い
そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
歌

や
演
奏
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。ま
た
、「
鐘
の
鳴
る
丘
愛
の
会
」
の

賛
助
金
活
動
に
も
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
生
じ
た

高
額
課
金　

○
無
料
で
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ゲ
ー
ム

が
多
い
反
面
、
ゲ
ー
ム
内
で
の
ア
イ

テ
ム
購
入
に
よ
っ
て
課
金
が
積
み
重

な
り
多
額
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ

て
、
お
金
が
減
っ
て
い
く
こ
と
が
目

に
見
え
な
い
た
め
、
金
銭
感
覚
が
麻

痺
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
課

金
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す

る
の
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、

子
ど
も
が
有
料
だ
と
気
付
か
ず
に
、

ア
イ
テ
ム
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
購
入

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

・
多
く
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
で
は
、

利
用
者
が
決
済
方
法
を
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

購
入
で
き
る
プ
リ
ペ
イ
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
課
金
の
限
度
額
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・「
ゲ
ー
ム
小
遣
い
帳
」を
子
ど
も
に
つ

新
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
子
ど

も
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電

話
の
契
約
を
予
定
し
て
い
る
保
護
者
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備

法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
30
年
2
月
１
日

か
ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
、
携
帯
電
話
会
社
と
契

約
代
理
店
に
は
、
新
規
の
携
帯
電
話
回

線
の
契
約
時
お
よ
び
機
種
変
更
・
名
義

変
更
に
伴
う
携
帯
電
話
回
線
契
約
の
変

更
・
更
新
時
に
、
次
の
よ
う
な
義
務
が

新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
契
約
締
結
者
ま
た
は
携
帯
電
話
端
末

の
使
用
者
が
青
少
年
（
18
歳
未
満
）

か
確
認
す
る
こ
と
。 

・
契
約
締
結
者
ま
た
は
携
帯
電
話
端
末

の
使
用
者
が
青
少
年
で
あ
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
青

少
年
が
青
少
年
有
害
情
報
の
閲
覧
を

す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
お
よ
び
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
と
内
容
を
説

明
す
る
こ
と
。 

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
有
効
化
措
置

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
や
Ｏ
Ｓ

の
設
定
）
を
講
じ
る
こ
と
。

け
さ
せ
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
な
い

お
金
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。

長
時
間
利
用
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
支
障

○
友
達
と
の
協
力
や
競
争
を
通
じ
て
プ

レ
イ
で
き
る
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
や
、
ス
マ
ホ
の
無
料
通
話
ア

プ
リ
に
よ
る
友
達
と
の
夜
遅
く
ま
で

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
が
原
因
で
、
朝

起
き
る
の
が
つ
ら
く
て
、
遅
刻
や
居

眠
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
時
間
の
使
い
方
を
保
護
者

が
気
に
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
子
ど
も
と
利
用
の
ル
ー
ル
を

話
し
合
い
、
保
護
者
が
利
用
状
況
を

把
握
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
利
用
時
間
を
制
限
す
る
ア
プ
リ
を
利

用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
し
て

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
保
護
者
は
、
子
ど
も
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
次
の

こ
と
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

①
積
極
的
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

　

利
用

平
成
29
年
3
月
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ｄ
ｏ
ｃ

ｏ
ｍ
ｏ
、
ａ
ｕ
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
） 

、
Ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
名

称
が
「
あ
ん
し
ん
フ
ィ
ル
タ
ー
」
に
統

一
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
ん
し
ん
フ
ィ
ル
タ
ー
」
は
子
ど

も
の
年
齢
や
使
い
方
、
判
断
力
に
応
じ

て
、
４
段
階
の
中
か
ら
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
レ
ベ
ル
を
選
ぶ
だ
け
で
利
用
で
き
ま

す
。
レ
ベ
ル
の
変
更
や
、
利
用
し
た
い

サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
ご
と
の
許
可（
追
加
）、

オ
ン
／
オ
フ
の
切
り
替
え
も
簡
単
に
で

き
ま
す
。　

②
話
し
合
い
に
よ
る
家
庭
で
の

　

ル
ー
ル
づ
く
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
か
つ
適
切

に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
年

齢
や
力
量
に
合
わ
せ
た
手
助
け
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
能
力
・
発

達
お
よ
び
日
常
生
活
に
見
合
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
、
家
庭
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
、
子
ど
も
が
納
得
で
き

る
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
。
ま
た
、
ル

ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
時
の
た
め
の
対

応
も
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

不
適
切
な
利
用
に
よ
る
リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
、
注
意
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

11
月
18
日
、
大
町
市
文
化
会
館
で
長

野
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
が
開

催
さ
れ
、
安
曇
野
市
か
ら
は
青
少
年
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
、
事
務
局
合
わ
せ
て

5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
31
人
3
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
安
曇
野
市
で
は
小
松
あ
つ

子
さ
ん
（
長
野
県
助
産
師
会
）
が
長
野

県
将
来
世
代
応
援
県
民
会
議
会
長
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
更
生

保
護
に
協
力
し
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
安
曇
野
地
区
の
会
員
数
は
約
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安曇野市青少年センターだより

青少年相談窓口をご利用ください
誰にも相談できず一人で悩んでいる児童・生徒の皆さん、子どものことで悩んでいるお父さん、

お母さんなど、気軽にセンターへ電話ください。メールでの相談も受け付けています。一緒に解決
の糸口を見つけましょう。

青少年センターでは、家庭での引きこもり、学校での交友関係やネットいじめ、不登校、万引き
や家庭内暴力等の問題行動、自分自身のことなど、青少年に関する相談を受け付けています。
●電話・面接での相談　 471・2462（月曜日～金曜日：午前９時～午後５時）
●電子メールでの相談　 mseishonen@city.azumino.nagano.jp （24 時間受付）

知
っ
て
お
き
た
い

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
の
安
全
教
室
⑨

岐阜刑務所視察研修

青
少
年
が
利
用
す
る
携
帯
電
話

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

大
町
市
で
長
野
県
青
少
年
健
全

育
成
県
民
大
会
が
開
催

安
曇
野
市
更
生
保
護
女
性
会

対
応

対
応


